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　日本初の宝飾用ラボ・
グロウンダイヤモンドの
生産プロジェクトがス
タートし、秋のIJT（10月
23日-25日／パシフィコ
横浜）でプロジェクトの
ブースが出展することが
わかった。
　プロジェクトを実施す
るのは㈱ダイヤモンドプ
ラント（大浦達也代表）

で、日本初のラボ・グロウンダイヤモン
ド専門企業として知られる㈱ピュアダ
イヤモンド（石田茂之代表）も同社に
出資している。
　ダイヤモンドプラントは、主にCVD
ダイヤモンドの研究開発、生産を進

め、日本発のダイヤモン
ドブランドを目指してい
る企業。
　AIテクノロジーを活
用した信頼性の高い鑑
定の採用や、デジタルに
よる原産地と加工地の
証明など、他の生産者と
の差別化を図り、国内

需要だけでなく輸出産業としてのダイヤ
モンド生産を目指すことを掲げている。
　また、日本のジュエリーメーカーによ
るデザイン、生産によって、ダイヤモンド
原石から製品に至るまで、「100% -
Made in Japan」のダイヤモンドジュ
エリーという高付加価値による海外展
開を図ることも視野に入れている。
　パシフィコ横浜のIJT秋では、同プ
ロジェクトの概要の説明が聞けると共
に、㈱ピュアダイヤモンドが世界中の
トップ生産者から買い付けた高品質
なラボ・グロウンダイヤモンドが展示さ
れることから、世界のトップレベルの生
産者によるラボ・グロウンダイヤモンド
に実際に触れることができるブースと
なるとのこと（ブースNo. 13-27）。

　モデ
ルの押
切もえ
さんが、

10月10日、アフリカダイ
ヤモンド六本木ヒルズ
店で、初めてプロデュー
ス&デザインしたジュエ
リー「Luminallure（ル
ミナリュール）」の発売
記念会見を行い、指輪5
点、ペンダントなど総額
1 0 0万円相当の輝く
ジュエリーを身につけて
登場。「日本の材料を使
い、日本の職人さんの技
術が生きているところ、今の私の気持
ち、ジュエリーへの憧れを詰め込みま
した」などと話し、TVやネットニュース
で話題となった。
　押切さんは、「私にとってジュエリー
は、昔からたくさんの憧れが詰まった
特別なもの。おもちゃの指輪が欲しくて
仕方がなかったこと。母親が出かける
際にパールのイヤリングをつける、その
仕草に憧れて、母がいない時にそっと
鏡の前で真似したこと。社会に出て初
めて、一粒ダイヤが入ったジュエリーを
購入した日のこと」など、たくさんの思
い出も語った。
　デザインするにあたって一番意識し
たことは、「普段のカジュアルな日から、
いつもとは違う自分を演出したい時ま
で、様々なシーンで長い間愛せるジュ
エリーをつくりたい」ということ。押切さ

んは「自由に、
いろん なシ
チュエーショ
ンで、あなたら
しく身につけ
てください」と
付け加えた。
　「 ル ミナ

リュール」を仕掛けたのは、国内トップ
レベルのCADシステムでスピーディに
精密かつハイクオリティ、低コストの製
品作成を行い、売上を伸ばしている宝

石・貴金属の企画開
発・製造・卸販売を
行うPIA JEWEL-
RY（山梨県甲府市、
名取邦雄社長）。
　同社は、平成8年
の創業当時から加
工技術の難しい「バ
ケットカットダイヤモ
ンド」や「プリンセス
カットダイヤモンド」
などを使用した新た

なジュエリーの創造に挑戦し続け、現
在では、加工技術力、価格、デザインと
もにトップクラスの実力が認められ、国
内外から注目されている企業。
　「ルミナリュール」も、押切さんの洗
練されたデザインと共に、同社の培っ
てきた匠の技術、そして美しく上質なダ
イヤモンドの世界が楽しめるバゲット
カットが多く使用されたブランドとなっ
ている。

　筆記具ブランドとして長い伝統を誇る
モンブランは、カリグラフィーの芸術性
をさらなる境地へと高める新作「マイス
ターシュテュックカリグラフィーコレク
ション」を発売。まったく新しいペン先の
イノベーションに注目が集まっている。
　「カリグラフィー」-calligraphy-とは、
古代ギリシャ語の「美しい筆記-beau-
tiful writing-」を語源とする言葉。それ
は、手書きによって生み出される文字や
テキストを優雅な芸術へと高めるため
の技巧であり、何世紀も前の様々な文
明や大陸に起源を発している。今日で
は、創造的でパーソナライズされた方法
で手書きをしたいという愛好家の間に
広まっている。芸術的な手書き文字を
会得するには、スキル、忍耐力、そして練

習を必要とするが、なによりも適切な
ツールが不可欠となる。
　すべてのモンブラン万年筆のまさしく
魂であるペン先（ニブ）には、高度で熟
練したクラフツマンシップが惜しげもな
く注ぎ込まれてきた。ペン先は、35もの
工程とそれを監督する熟練した職人に
よって、ソリッドゴールドから手作業で
彫り出され、専門知識と直感によって、
ひとつひとつ丁寧に形作られていく。
　「カリグラフィーコレクション」には、
モンブランのペン先作りのノウハウを結
集した「フレキシブルニブ」が搭載され
た。やわらかいゴールドは、しなやかに
曲がりやすく広がりやすいため、ペンに
かかる圧力に応じて字の太さがわずか
0.3mmから1.4mmまで変化し、より精
巧で表現力豊かなカリグラフィーを実
現。画期的な新機軸のメカニズムの誕
生だ。
　モンブランは、名高いマイスターシュ
テュックイエローゴールド149に、この
様々な筆記スタイルを可能にする「フレ
キシブルニブ」を搭載した新作を発表し
た。タインの細さとペン先の特殊な幾何
学的形状が、様々なライティングスタイ

ルを実現。昔な
がらの堂々たる
ボディの持ち心
地はそのまま
に、ニュアンス
豊かな書体を
実現する「フレ
キシブルニブ」
で全く新しい
「書くこと」や
「描くこと」の楽
しさを堪能する
ことができる。

　日本のジュエリー業
界活性化を目指し、全
国のジュエリーメー
カー、卸、小売業者の
垣根を越えた情報交
換、交流を通して、連携
の創出を図るだけでは
なく、この厳しい宝飾市
場を刺激し、市場拡大
を図るための新たなビ
ジネスの方向性を模索
していくことを目的とし
ている会合「うさぎクラブ」（発起人代
表：井本雅仁／丸善社長）の第2回交
流会が、10月25日、19時30分～21時
30分（受付：19時20分～）、東京・御
徒町にある中華料理店「福萬年」で開
催される。2次会も予定。
　なお、今後の予定としては、第3回を
1月22日、第4回を3月11日に予定して
いる。

　既に会員にはメールで案内が送ら

れているので、出欠の
返信をお願いします。
また、新規参加希
望者におかれまして
は、氏名、会社名、役
職、住所、電話番
号、携帯番号、メー
ルアドレスを添えて、
us a g i . h a y a s h i -
da@gmail.comまで
お申し込みください。
入会費1万円と残

り5回の年会費（食事代）5万円を合
わせた6万円の振込をお願いします
（振込先：りそな銀行船場支店／当
座0505005／㈱丸善）。
　年会費においては、飲食を兼ねた
交流会の飲食代となっております。締
め切りは10月21日。
　問い合わせや質問は、うさぎクラ
ブ事務局（株丸善内）06-6251-
2611までお願いします。　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　

　日本宝飾クラフ
ト学院の生徒や講
師が2年に1度開

催する創作ジュエリー
展「ピクシスの会」（主
宰：大場よう子）が、
11月13日～17日の5
日間、東京・銀座の大
黒屋ギャラリー7階で
開催される。時間は
11時～18時（最終日
は16時）。
　18回を数える今回
のテーマは「ベジタブ
ル」。総勢36名の会員

一人ひとりが思い思いのオリジナル作
品を出品する。作品販売コーナーも設
置される。
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字の太さを自在に変えられる
万年筆ペン先をモンブランが開発

秋のIJTで概要を説明

11月13日～17日
大黒屋ギャラリー

10月25日、御徒町／19時30分スタート

　「日本の刑法犯認知数は戦後最悪
だった２００２年の約２８５万件から急
速に改善し、２０１５年には１１０万件を
下回って４２年ぶりに戦後最少記録を更
新した。その要因は、防犯カメラの普及に
あると言われている」（賀来泉社会を変
える防犯カメラより）。
　防犯カメラの威力は絶大である。最近
も都内で犯罪を起こした容疑者が逃亡
の末湘南のホテルで逮捕されたが、それ
は防犯カメラの追跡の結果、宿泊のホテ
ルまで特定された為である。通り魔や

ひったくりの類の犯罪は、少し前までは
犯人の特定や検挙にかなりの労力を要
し、それでもなかなか捕まりにくかったこ
とを思えば防犯カメラは治安の維持に役
立っていることは言うまでもない。
　江戸の夜にうごめく盗賊どもを長谷川
平蔵が一網打尽にしたごとく、令和の平
蔵ともいうべき防犯カメラの監視の目は
すこぶる優秀である。
　けれどもこの防犯カメラについていさ
さかなりとも知ろうとすると事は容易では
ない。日本全国でどの程度の数が設置さ
れ、首都圏を含め大都市圏内と地方で
はカメラの設置密集度はどの程度なの
か、カメラに映し出されたデータはいつま
で保存されているのか、だれが管理して
いるのか、警察を含めた治安当局はカメ
ラの設置、データの収集に直接関与して
いるのか、市町村、JRなどの行政や公共
機関による設置はどの程度広がっている
のか、カメラ自体の性能は初発よりもどの
程度向上してきているのか、最新のバー
ジョンはどれ程のことが成し得るのか、
思いついただけでも知りたい事は多くあ

「逃亡者」の視点から

防犯監視カメラの
世界は健全か
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れど、情報としては多分開示されていな
いであろう。誰に聞いていいかも分からな
い。いや仮に私が自分の街の防犯カメラ
についてでも知ろうと市役所や警察に問
い合わせればそれだけで不審者扱いを
されかねない。つまり防犯カメラは、その
情報が秘されていることで威力を発揮す
るものだから、関係者以外には明らかに
ならないように仕組まれているということ
である。この在り様は、ある意味とても怖
いことでカメラの仕様が加速度的に高度
化すればするほど我 は々気付かないうち
に格段と、そして徹底して管理されてし
まっていることになりかねない。いやもう
そうなっているのだろうが管理の巧妙さ
が圧迫感を感じさせないのである。
　だからもし自分が何かのいきさつで追
われる身になった時にはどうすればカメ
ラの監視を振り切れるだろうか。電車と
地下鉄をランダムに利用してもおそらく行
動軌跡は把握されてしまうはずだ。
　山の中のキャンプ場で女児が行方不
明なった事件（事故）の捜索状況から考
えればあの辺りにはカメラが設置されて

いないことは分かる。事件から防犯カメラ
の在り様を事前に判断しておくことだ。そ
のうえで逃亡するならともかく、山中に潜
り込み、日を置いて登山者に紛れて下山
するのが現在の時点では一つの方法か
もしれない。
　かくほどに優秀であればあるほど防犯
カメラが政治的に利用されるリスクも大
きい。戦前の治安維持法は目に見える直
接的、強圧的な政治的弾圧の手法で
あったが、現在では権力がその気になれ
ばいくらでもカメラを使った治安維持が
可能なのである。誤解のないように付け
加えておくが、自民党政権がという意味
ではない。どの政権になろうとも権力を
握ったものはという意味である。主権者
である国民が防犯監視カメラによって
日々安全な生活を営むことが出来ること
はありがたいことだが、そのカメラの情報
が開示されて国民がカメラの運用を監
視できなければ、空恐ろしい社会が現れ
ることも心しておかねばならない。
　　　　　　　　　　　　　   貧骨
　　    cosmoloop.22k@nifty.com
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